
授業科目（ナンバリング） 地球環境と倫理（N4D226） 担当教員 佐藤 博 

展開方法 講義 単位数 1.5 単位 開講年次・時期 2 年・前期 必修・選択 必修 

授 業 の ね ら い  
アクティブラー 

ニングの 類 型 

地球環境問題に対しては倫理学的観点から考察する必要がある。日本では危機感や保全意識は、他国

に比較すると必ずしも高くない。消費経済が異常に発展し、生産と消費が遠く隔離された事、飽衣・

飽食に慣らされた事などが原因かも知れないが、よくわからない。このような状況下にあって、持続

可能か否かを地球規模で考え、地球環境問題に関する理解を深め、有限な地球環境に相応しい人間の

生き方について、トピックスを含めて課題について一緒に考えていく。 

②⑩ 

ホスピタリティ

を構成する能力 
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標 評価手段・方法 評価比率 

専門力 
（1）地球環境や環境汚染を倫理学的観点から説明できる 

（2）地球規模の環境汚染対策を倫理学的観点から説明できる 

授業態度/授業へ

の参加度･討論 
5％ 

情報収集、 

分析力 

（1）地球環境に対する危機感や保全意識を持ち続けるための情

報を倫理学的観点から収集することができる 

（2）地球環境に関する専門的な知識や技術を倫理学的観点から

社会生活の場で活用できる 

定期試験 

小テスト 

15％ 

20％ 

コミュニケーシ

ョン力 
   

協働・課題解決

力 
   

多様性理解力 生物多様性の保護について自らの考えを述べることができる。 
定期試験 

小テスト 

30％ 

30％ 

出 席 受験要件 

合 計 100％ 

評価基準及び評価手段・方法の補足説明 

講義、配布資料、パワーポイント等の内容範囲から確認のための小テストを毎回（最終日除く）実施し、50％の評

価とする。定期試験は 45％の評価とする。内容については講義の中で指示する。小テストは必要に応じてコメントと

共にフィードバックする。授業中の態度 5％を加味し、これを基に長崎国際大学の成績評価基準に準拠して評価する。 

授 業 の 概 要 

講義を主体とし、配布するプリントに沿って講義を進める。また、適宜、配布した新聞記事等で討論を行う。 

この授業の標準的な 1 コマあたりの授業外学修時間は、180 分とする。 

教 科 書 ・ 参 考 書 

教科書：特に指定しない 

参考書：講義時に適宜紹介する 

指定図書：「新・環境倫理学のすすめ」（丸善） 加藤 尚武(著) 

授業外における学修及び学生に期待すること 

疑問点があったら積極的にいつでも質問して自分のものにして欲しい。 

 



回 テ ー マ 授 業 の 内 容 予習・復習 
到達目標

番号＊ 

1 コモンズの悲劇 共有資源の乱獲 資源の枯渇 共有地の悲劇 
配布プリントでコ
モンズの悲劇につ
いて復習する。 

6 

2 環境倫理学の基礎 功利主義、義務論 
配布プリントで環
境倫理学の基礎に
ついて復習する。 

72 

3 環境倫理学の歴史 沈黙の春 ＳＤＧｓ 生命の誕生と寿命、生態系 
配布プリントで環
境倫理学の歴史に
ついて復習する。 

28 

4 世界の食糧問題 食糧不足の原因、対策、日本の食糧事情 

世界の食糧問題に
関する新聞記事を
集め、配布プリント
で復習する。 

 

5 
持続可能性とは何
か 

サステナビリティ（持続可能性）、SDGs、ブルントラント
報告」（国連環境と開発に関する世界委員会、1987 年）  

持続可能性とは何
かに関する新聞記
事を集め、配布プリ
ントで復習する。 

 

6 地球の温暖化 
温室効果ガスの増加と気温の上昇、温室効果ガス、温暖化
の影響、国際的な取組み、二酸化炭素の削減技術 

温暖化に関する新
聞記事を集め、配布
プリントで復習す
る。 

 

7 酸性雨 

大気汚染物質と雨の酸性化、大気汚染物質の発生源、我国
に於ける自動車問題、大気汚染物質の広域拡散、各地の酸
性雨による被害、酸性雨の生成機構、酸性雨と大気汚染物
質による被害、国際的な取組み、SOx・NOx の削減技術 

配布プリントで酸
性雨について復習
する。 

 

8 
森林破壊と熱帯雨
林の減少 

世界の森林、熱帯雨林、森林の役割、森林および熱帯雨林
の減少の原因、森林破壊の隠れた影響、珊瑚礁の破壊、南
極の環境汚染、国際的な取組み、我が国におけるゴルフ場
問題 

配布プリントで森
林破壊と熱帯雨林
の減少について復
習する。 

 

9 砂漠化 
砂漠と砂漠化、砂漠化の原因、砂漠化による古代文明の滅
亡、砂漠化の現状、国際的な取組み、砂漠緑化のための技
術 

砂漠化に関する新
聞記事を集め、配布
プリントで復習す
る。 

 

10 野生生物の絶滅 
野生生物の現状、世界の動物地理区、野生生物の国際取引、
漢方薬原料用動植物、国際的な取組み、日本に於ける野生
生物問題 

野生生物の絶滅に
関する新聞記事を
集め、配布プリント
で復習する。 

30 

11 有害廃棄物の拡散 

有害廃棄物の越境移動、河川・地下水の汚染、海洋の汚染、
国際的な取組み、現在話題の有害化学物質、POPs による環
境汚染、内分泌かく乱物質（環境ホルモン）による生物の
危機、原子力発電所 

有害廃棄物に関す
る新聞記事を集め、
配布プリントで復
習する。 

 

12 
新エネルギー源の
開発とエネルギー
の効率的使用 

新エネルギー源、エネルギーの効率的使用、節約型日常生
活への転換 

配布プリントでエ
ネルギーについて
復習する。 

 

13 
廃棄物のリサイク
リングと最終処分 

リサイクリングの意義、廃棄物の種類と処理方法、リサイ
クリングの現状、リサイクリングの公共政策、諸外国の例、
ごみの最終処分 

配布プリントで廃
棄物のリサイクリ
ングについて復習
する。 

 

14 環境志向の経済 
環境の経済価値、社会生態学的商品、生態学的経済システ
ムと社会制度の改革、商品の生涯評価 

環境の経済に関す
る新聞記事を集め、
配布プリントで復
習する。 

 

15 全体のまとめ 講義のまとめ・確認 
これまでの配布プ
リントを読み、講義
を振り返る。 

43,47 

16 定期試験 筆記試験   

注）上記の第１回～第 15 回は、授業の概要を示したもので、講義の順番は変更される場合があります。 

＊到達目標番号と到達目標の対応は、巻末のコアカリ SBO 番号／項目対応表を参照して下さい。 


